
臨
濟
の
西
粁
棟
よ
り
根
器
分
尉

に
及
ぶ

伊

藤

古

鑑

一

,

、

『
臨
濟
藤
師
語
録
』
を
護

ん
で
見
る
と
、
實

に
臨
濟
大
師

の
機
鋒
峻
烈
を
極
め
、
來
機

に
封
し

て
は
、
或
は
大
喝
を

下
し
、
或
は
把
住
し
托
開
し
て
、
叱
呵
し
、
更

に
佛

に
逢

ふ
て
は
佛
を
殺
し
、
租

に
逢

ふ
て
は
祀
を
殺
す
と

い
つ
た

や
う

に
、
向
上
宗
乗
の
手
段
を
弄
し
て
、
・
電
光
石
火
、
機

に
望
ん
で
更

に
譲
ら
す
と

い
ふ
將
軍

の
風
格
が
躍
如
と
し

て
充
盗
し
て
ゐ
る
。

お

ふ

私
が
今
、

『
臨
濟
録
』

の
中

に
於
て
も
、
最
も
難
慮
と

せ
ら
れ
て
ゐ
る

「
四
料
棟
」
の
問
題
を
取
り
扱

つ
て
論
じ

て
見
た
い
と
思

ふ
の
で
あ
る
が
、
も
と
よ
り

「
四
料
練
」

の
問
題
を
宗
旨
上
か
ら
読
明
し

て
見

た
り
、
或
は
第
三
者

の
立
揚
か
ら
批
到
し
て
見
た
り
す
る
の
で
は
な

い
。
之
れ
は
ま
紅
、
別
に
有
眼
の
人
の
あ
る
こ
と

で
あ

る
か
ら
、
そ

の
人
に
譲
る
と
し
て
、
私
は
た
9
臨
濟
大
師
が
、
來
機

の
も
の
に
封
し
て
、
如
何

に
根
器

の
分
別
を
し
た
か
、
そ
の

根
器
に
就
て
の
問
題
だ
け
を
取
り
扱

つ
て
見
た

い
と
思

つ
た
の
に
過
ぎ
ぬ
。

こ
れ
も
、
實
際
を

い

へ
・ば
、
根
器

の
分
別
な
ど

、
い
ふ
て
、

「
分
別
な
考

へ
方
」
を
す
る
こ
と
は
、
臨
濟
大
師

の

臨
濟
の
四
料
棟
よ
り
根
器
分
別
に
及
ぶ

.

二

)
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臨

濟

の
四

料

棟
}よ

り
根
器

分

別

に

及

ぶ

.
'

(
二

)

眞

意

か
ら

い

つ
て
誤

つ
て

ゐ

る
。

も
ち

ろ

ん
、
暉
宗

の
宗

旨

か
ら

い

ふ
て
も
誤

っ
て
は

ゐ

る
が
、

し

か
し
私

は
、
他

の
敏
宗

な

ど

の
機

類
分

別

か
ら
考

へ
て
、

こ

の
輝

宗

に
も

、
ど

う

い
ふ
や

う

に
見

て

ゐ

る
か

。
卒

素

の
威
想

と

い

つ

た
や
う

な

こ
と

を
書

き
綴

つ
て
見

た

い
と

思

つ
た
の

で
あ
.る
。

二

四
料

棟

と

い

ふ
語

は
、

臨
濟

大
師

自
ら

い
は
れ

た

の

で
は
な

い
。

『
臨
濟

録
」

に
も
.
『
五
燈

會

元
』

に
も

、

ま
た

『
景
徳

傳

燈
録
』

に
も
、

「
四
料

掠
」

と

い
は

れ

た
と

い
ふ
記
事

は
見

當
ら

な

い
。

『
人

天
眼

目
』

に
よ

る
と
、

南
院

,
願

、

問
昌・ア風
穴

,
昭

一二嚇
作
云
《
汝
ヂ
道

へ
四
料

掠
、

料
昌棟

ス
何

・
法
,ヲ
カ
、

穴

云
、
凡

.
語

不
レ
.
パ
滞
昌凡
情

騨二
、
帥

チ

堕
昌ス
聖

解

㌔
、

聖

者
ノ
大

病
ナ
リ
、

先
聖
哀

レテ
之
テ
、
爲

二
施
㌔
方
便

一ヲ
、
如

昌シ模

,
出
㌦
力
模
ヲ
。

櫓

と

い
は
れ

て
ゐ
る

か
ら
、

南
院

あ

た
り
が

始

め

て
い
ひ
出

し

た
語

で
あ

ら
う

。

し

か
し
、

こ
の

「
四
料
棟
」

と

い
ふ

語

は
、
.至

つ
て
面
白

く
な

い
語

で
あ

る
。

既

に
、

こ

れ
を

古
徳
も

い

ふ
て

幻
む
れ

る
。

先

づ
料
棟

と
は
料

簡
と

も
書

い

て
ゐ
る
が

、

そ

の
意

味

に
は
少

し

も
漫

り

は
な

い
。

そ

の
語

義

の
読
明

は
、

『
臨

濟

録
萬

安
鋤
』

に
簡
輩

に
出

て
ゐ

る
。

抄

云
、

分

別

メ
掠

ヲ
料

棟

ト
云
也
、
料

ハ
量
也

。

、

ま
た

『
人

天
眼

目
臆

説
』

に
も
要

領
よ

ぐ
、

次
ぎ

の
や
う

に
読

明
し

て
ゐ

る
。

潜

ハ
量

也
、
棟

ハ選

也
、
傭

濟

凡
ソ
有

・}レバ
來

者
・、
以

・㌔ア
四

種
・テ
除
・ク
其

ノ
情
解

・ヲ
、

謂
唱フ
之
ヲ
四
料

練

・卜
。
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.み

四
料
棟
と

い
ふ
愈
味
は
、
四
種

の
標
準
と

い
ふ
べ
き
ぽ
ど
の
も
の
で
あ
ら

フ
・
す
な
は
む
四
粋
榛
と
は
・
臨

濟
大
師
が
學
入
を
接
得
す
る
場
合

に
於

て
、
四
種

の
標
準
を
定
め
、
そ
の
學
人

の
佛
法
を
論
量
し
、
そ
の
迷
情
を
打

破
す
る
た
め

に
用
ゐ
ら
れ
た
範
疇
と
も
い
ふ
べ
き
も

の
で
あ
ら
う
。
し
か
し
臨
濟
大
師

に
於
て
は
、
も
と
く

電
光

石
火

の
や
う
に
、
來
者
を
接
得

せ
ら
る
、
の
で
、
決
し

て
其
庭

に
思
慮
分
別
を
加

へ
ら
る

、
道
理
は
な

い
か
ら
、
こ

の
四
料
棟
は
却

つ
て
篇
濟
大
師

の
機
用
を
毒
す

る
も
の
と
い
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
こ
と
も

『
臆
読
」

に
次
ぎ

し

　ぐ

の
や

う

に
説

い
て

ゐ
る
。

。

或

ハ
日
ク
、
此

ノ
則
ヲ
名
昌ク
四
料
棟

一ト
、
甚

ダ鈍

昌置

ス
臨
濟

一ナ
、
臨

濟

ハ
向
昌.ア石

火
電

光
中

㌔
、
基

呂グ
一
機

一
境
一ヲ
、
豊

勢
昌セ
ン

思

量
料

棟

一テ
哉

、
曇

希
里

、
臨
濟

.
讃

.
云
ク
、

示
昌ス
四
種
,
料

棟

隔ヲ
、
雫

地

二
波
瀾

起
ル
、

余
謂

"
、

.是

.
孟
浪

之
談

也
、

共

.
巳

。
日
昌奪

不
奪
、

倶
奪

倶

不
奪

卜
、
非
昌ズ
ノ
料

棟
㌔
何
ゾ
也
、

引

㌔ア希
璽

ノ
讃

一テ
、
亦

不
レ會
菖セ
希
隻

,
語
鵯テ
也

。

こ

の
と

こ
ろ

に
曇

希
里

と
出

て
ゐ

る

の
は
、

い

ふ
ま

で
も
な

く

『
五
家

正
宗

賛
』

の
作
者

た

る
希

隻

紹
曇
輝

師

で
あ

つ
て
、

そ

の
作

た

る

『
正
宗

賛
』

の
讃

に

展
昌プ
三
玄

.
才
甲

一ヲ
、
逼

地

燭
腰
寒

シ
、

示
昌ス
四
種
ノ
料

挾

"ヲ
、
卒

地
二
波
濤

起
ル

と

書

い
て
ゐ

る
。

こ
の
と

こ
ろ

波
濤

を
波

瀾
と
少

し

く
間

違

へ
て
は

ゐ
る
が

、
意

味

に
於

て
は
同

じ

で
あ

る
。

す
な

は

ち

臨
濟

の
四
料

挾

は
李

地

に
波

瀾

を
起
し

た
や

う
な

も

の

で
、

い
ら

ざ

る
分

別
だ
と

い
ふ
も

の

、
、

し

か
し

、

一

般

の
學

者

は
鈍

置

漢
ば

か
り

で
あ

る
か
ら

、
臨
濟

大
師

に
於

て
も
、

事

己
む

こ
と
を

得

す

し
で

、

爲

人
垂
手

の
方

便

臨
濟
の
四
料
棟
一よ
リ
根
器
分
別
に
及
ぶ

、

(
三
)
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臨
濟
の
四
料
棟
よ
り
根
器
分
別
に
及
ぶ

(四
)

と

し

て
施
設

せ

ら
れ

た
語
と

い
ふ

の

で
あ

ら
う

。

一
山

普
寧
縄

師
も

、

彼
ノ
四
料

挾
者

、

不
レ得
レ己
、
ヲ
而
垂
㌦
、
.慈

之
意

也

。

と

い
は

れ
た

と

『
臨
濟

録
撮

要
鋤
』

を
始

め
、

多

く

の
末

書

に
引

用

し

て
ゐ

る
が
、

特

に
『
臨
濟

録

爽

山
鋤
』
に
は
、

の

こ

の

一
山

の
語

を
引

用

し

て
後

に
、
「
高

ク
着
γ眼

者
、

則

可
レ知
昌林
際

'也
」
と

い
ひ
、

更

に
、

そ
れ

を
結

ん

で
南

私

二
謂

"
、
如
昌キ
ハ
希
嬰

一
山
、

並

.
眼
目

二
云

一フ
ガ
、

則
チ
叉
是

レ
四
種
ノ
料

掠
也

、

蓋

シ
我
ガ
宗

二
元
來

無

昌語

句

輔、

然
モ
一

向

二
如
レ丈

是
ノ
隔

則
無

昌爲
人

之
事

一、
是
ノ
故

.料

昌棟
メ
四
種

"二
、
以

テ
示
昌ス
大
衆

一、

一
山
ノ
所
レ謂
彼
ノ
四

料

挾

者
、

不
レ得

　

　

レ己

ム
、
ラ
而
垂
語

ス
ル
.
之
語
ナ
リ
ト
也

、
誠
ナ
,
哉

此
ノ
言

。

と

い
は

れ

て
ゐ

る
が
、

こ
れ

は
惜

か

に
當

を

得

た
語

で
あ
ら

う
。

要

ず
る

に
、

臨̀
濟

大
師

は

、

こ

の
四
種

の
標
準
を

豫

じ

め
定

め

て
、

そ

の
來
機

の
も

の

に
鷹

じ

、

四
種

の
接
得

振

り
を

示

さ
れ

た
と

い
ふ

の
で
は
な

い
。

唯
だ

臨
濟

大

師

は
機

に
臨

み
、
時

に
鷹

じ

て
施

設

せ
ら
れ

た
活
作

略

を
、

し
ば

ら

く

四
種

に
分

別
し

て
詮

い
た

と

い

ふ
に
過
ぎ

ぬ

の

で
あ

る
。

元

來
、

法

に
は
分

別

は
な

い
。
臨

濟
大

師

の
活

作
略

も
、

法

と

一
燈

と

な

つ
て
全
膿

作

用
す

る

の
で
あ

る

か
ら

、
別

に
分

別
を

以

て
批
議

す

べ
き
性
質

の
も

の
で
は
な

い
。

こ

の
鮎

か
ら

い

へ
ば

四
料

棟

な

ど

～
い
ふ

て
、

料

棟

す

る

の
は
誤
り

と

い
は

ね
ば

な
ら

ぬ
。

い

前

に
も

い
ひ

し
如

く
、

料

棟
と

い

ふ
語

は
至

つ
て
面

自

く
な

い
。

臨
濟

大
師

自

ら
も

い
ふ

て
は

ゐ

ら
れ
な

い
が
、

は

し

か
し
風

穴

の

い
は
れ

た
や

う

に

「
凡
ソ
不
濯滞
・凡
情

・、
帥

チ
撞
・聖

解

・、
畢

者

,
大
病

ナ
リ
」

で
あ

つ
て
、
學

人

は
多

く

4



分

別
し
て
、
凡
聖
の
名

に
隔
て
ら
れ
、
取
捨
す
る
か
ら
、
そ
れ
が
爲
め
に
方
便
を
施
し
て
、
何
と
か
言
句
を
以
て
救

は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
救
び
の
機
用
を
高
く
眼
を
着
け

て
み
ぬ
く
と

い
ふ

こ
と
が
肝
要
で
あ
ら
う
。

私
は
臨
濟

の
四
料
棟
と
い
ふ
語
を
四
機
用
と

で
も
呼
ん
だ
な
ら
ば
穏
當
か
と
も
思

つ
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
四
賓

＼

圭
と
か
四
照
用
と
か
い
ふ
語
に
徴

つ
て
、
四
奪

不
と
で
も
い
ふ
た
ら
、
ど
う
か

と
も
思

つ
た
け
れ
ど
も
、
し
か
し
、

何
れ

に
し

て
も
同
じ
意
味
に
蹄
す
る
の
で
、
要
は
具
眼
し
て
意
を
得

る
こ
と
が
第

一
で
あ
る
。

三

臨
濟

の
四
料
棟
は
読
明
す

べ
き
も
の
で
な

い
。
そ
の
意
を
下
語
や
偏
頗
に
よ

つ
て
顯
は
す
べ
き
も

の
で
あ
ら
テ
。

故

に
古
徳
は
實

に
多
く
の
下
語
や
偏
碩
を
加

へ
て
ゐ
る
。
『
人
天
眼
目
』

に
も
克
符
の
頚

に
績

い
て
、
風
穴
.
沼
、
首

山
,
念
、
法
華
ノ
暴
、
慈
明
,
圓
、
道
吾
ノ
眞
、
園
悟
ノ
勤
、
達
観
.
頴
、
石
門
,
聰
と
い
ふ
順
序
で
、
八
人

の
下
語
を
列

ぺ
ら
,

れ
て
ゐ
る
。
ま
た
、
そ
の
下
語

の
次
ぎ
に
翠
巖

の
別
頚
と
佛
鑑
の
別
頗
と
、
更
に
練
碩
と
を
墨
げ

て
結
ん

で
ゐ
る
。

こ
の
下
語
や
偏
碩
は
、
そ
れ
ぐ

自
己
の
見
識
姦

は
さ
れ
砦

の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
鑑
き

せ
轟

讐

の

味

ひ
が

出

て

ゐ
る

の

で
、
説

明
し

た
り

し

て
は
、

却

つ
て
味
ひ

が
な

く

な

る
。

ま
た

『
古
則

全
集
』

に
は
、

風
穴
ノ
沼

、
首

山
ノ
念

、

道
吾

.
翼
、

法
華

,
墨

、
葉

縣

,省

、

承

天
.
嵩

、

石

門
.
聰

、

等
畳
.
妙
、

達
観

.
頴

、
九

遷
,
清

、
慈

明
,
圓

、
黄

龍

,
新

、
資

壽
,
総

、

圓

悟

.勤

、
南

堂
.
静

、

南

峰
ノ
辮

の
十

六
人

の
下
語

が

丁
寧

に
列

べ
ら

れ

て
ゐ

る
が
、

こ
れ
等

も
同

じ
く

読
明

す

べ
き
性

質

の
も

の
で
は

な

い
。

元
來

が
臨
濟

大

臨
演
の
四
料
棟
よ
り
根
器
分
別
に
及
ぶ

7

(
五
)
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臨
濟
の
四
料
棟
よ
り
根
器
分
瑚
に
及
ぶ

(
六
)

師

の
四
料

掠

そ
の
も

の
が

下
語

で
あ

る
。

こ

の
下
語

で
充
分

で
あ

る
も

の
を

、

こ
ん
な

に
澤

山

に
列

べ
ら

れ

て
は
、

讃

む

だ
け

で
も

大
鍵

だ
。

し
か

も
臨
濟

大

師

よ

り
勝

れ
た

下
語

で
あ

る
な

ら
ば

兎

も
角

と
し

て
、

ど

う
も

此

の
織

は

疑

は
し

い
。
藍

津
實

全
師

の

『
灘
學

向

上
録
』

に
も

、

四
料
簡

の
下
語

、
古

老
も

種

々
下

し
た

れ
ど

も

、
流

石

は
本
家

本
元

の
臨
濟

大
師

だ
け

あ

り

て
、

一
と
際
勝

れ

て
、
面

自

い
。

此

の
下
語

を
手

に
入

れ

て
四
料
簡

を
見

る

ぺ
し
。

明

か
な

る
こ
と
秦

鏡

に
封

す

る
が
如

し

、
四
料

簡

が
手

に
入

る

と
、
洞

山

の
五

位
も
見

え

る
。
封

照

し

て
屡
究

す

る
が
好

い
。

と

い
ふ

て
ゐ
ら

れ

る
が
、
實

際

は
本

家
本

元

の
下
語

に
は
及

ば
な

い
で
あ
ら

う
。

今

、

こ

の
本

家

本
元

の
下
語

に
就

て
、

そ

の
本

交
を

次
ぎ

に
墨
げ

よ

う
。

師
晩

屡

、

示
レ.
衆

二
云
ク
、

有

ル
時

ハ奪

人

不
奪
境

、

有
ル
時

奪̂

境

不
奪

人

、
有

ル
時

ハ
入
境

倶
奪

、

有

瑠
時

ハ
人

境
倶

不

.

奪

、

時

有
レ僧
問

、
如

何

是
奪
人

不
奪

境
、

師

云
、
陶
…日
毅

生
ノ
舗
レク
地

二錦

、

縷

骸
垂
レ髪

白

キ
、
如
レ綜
、

信

云
、
如

何

是
奪

境

不
奪
人

、
師

云
、

王

令
已

昌
行

ハ
レ一ア天

下
畠
偏

.
、

將
軍

塞
外

二
絶
轟ス
姻

塵

一テ
、
、信

云
、

如

何
ナ
ル
カ
是
レ
人
鏡
雨

倶
奪

、
師

云
、
丼

扮
絶

信
、

濁
腱

一
方
、

樗

云
、
如

何
ナ
ル
カ
是

レ
人

境
倶

不
奪

、
師

云
、

王
登

・.
パ
寳

殿

㌔
、
野

老
謳

歌

。
。

、

こ

れ
は

『
臨
濟

録
』

に
出

て
ゐ

る
本
丈

そ
の
ま

、
で
あ

る
が
、

『
人

天
眼

目
』

に
は
そ

の
始

め

に
、

師
初

メ
至
ヘァ
河

北
"二
住

院
ス
、
見

㌧
普

化
克
符

ノ
ニ
上
座

一テ
、
乃

チ
謂

プ
日
、
我

欲
越於
レ.プ
此
二
建
昌立
セ
ン
ト
黄

葉

ノ宗

旨

・ヲ
、

汝
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可
レ成
"號

入
我

一ヲ
、

二
人
珍

重
ノ
下
去
ル
、
三
日
.
後
チ
、

普
化
却

テ
上
來

・
問
テ
云
、

和
術

三
日
,
前

読

昌グ
甚
塵

一ヲ
カ
、

師

便
チ

打

ッ
、

三
日
後

、
克

符

上
來

.
問
フ
、
和

伺
昨

日
打
昌ッ
テ
普

化

一テ
作

昌ス
甚
蜜

一ヲ
カ
、
師

亦

打
ッ
、

至
レテ
晩

小

屡
ノ
云
、
我

レ
有

時

ハ奪

人

不
奪

境

、
有

時

ハ奪

境

不
奪

人

云
云

と

い

ふ
て
、
委

し

く

四
料

掠
を

読

か
る

～
に
及
ん
だ

因
縁

を
明

さ

れ

て
ゐ

る
。

ま
た

『
聯

燈
會

要
』

に
は

、

こ
の
四

料

掠

の
下
語

の
絡

り

に
、

.

普

化
卜
與

昌克
符

倶

二
出

テ
作

禮
ス
、
師

便
チ
蹄

昌ル
方

丈

一..、

・

の
十

四
字
を

加

へ
て
ゐ

る
。

こ
れ

等

の
文

に
よ

つ
て
見

る
と
、
臨

濟
大

師

が
臨
濟

院

に
住

せ
ら
れ

た
と

き
、

普

化
と

克

符

と

の

二
上
座

が
出

て
來

て
、
補

佐

し

た
も

の

で
あ

る
。

臨
濟

は

「
黄

桀

の
宗
旨

を
打

ち

建

て

る
か
ら
汝

等

と
り

も

て
」

と

い
ひ

、

二
上
座

は

「
ど

う
打
ち

建

て

る
」

と

問

ふ
た

の

で
、
す

か

脚ζ
牛
臨

濟

は
打

ち
す
獣

た
と

こ
ろ

に
臨

濟

の
機

用

は
見

ら
れ

、

そ

こ
に
立
涙

に
黄

樂

の
宗

旨
を

打
ち

建

て
た
課

で
あ

る
が

、

そ

の
機

用

を

更

に
臨
濟

が
晩

に

至
ち

て
小
屡

に
詮

法
し
た

の
が

四
料

擁

で
あ

る
。

故

に
四
料

棟

は
臨
濟

最

初

の
獅
子

吼

で
あ

り
、

第

一
聲

と
も

見
ら

る

、
。

『
撮

要
鋤
』

に
は
第

九
會

の
晩

屡

垂
示

と

い
ひ

、
、
『
人

天
眼
目

批

郡
集
』

を

引
用

し

て
、

初

説

に
あ

ら

す
と

い
ふ

て
ゐ

る
が
、

彼

れ
は
大

に
取
り
違

へ
て

ゐ
る
と

思

ふ
。

彼
れ

は
第

九
會

と

い
ひ
、

『
臨

濟
録

』

の
編
次

云
云

を

持

ち

出

し

て
ゐ

る
け
れ

ど
も

,
、
『
臨
濟

録
』

の
編
次

は

上
堂

九
會

を
始

め

に
墨
げ

、
次
ぎ

に
示
衆

を
墨
げ

て
ゐ
る

の

で
、

四
料

棟

は
示
衆

の
第

叫
に
基

げ

ら

れ

て
ゐ

る

で
は
な

い

か
。

こ

の

『
臨
濟
録

』

の
組

織
等

に

つ

い
て
は
、

私
は

臨
濟
の
四
料
操
よ
り
根
器
分
別
に
及
ぶ

＼
・

,

(七
)
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臨
濟
の
四
料
棟
よ
り
根
器
分
瑚
に
及
ぶ

(
八
)

嘗

て
春

陽
堂
駿

行

の

「
暉

の
講

座
」

に
書

い
て
お

い
た

か

ら
、

こ

～
に
は
略

す
。

兎

に
角

、

四
料

棟

は
臨

濟
大

師
住

院

最
初

の
第

一
聾

と
も

見
ち

る

～
も

の
で
、

こ

の
第

一
聾

は
臨
濟

末

後

の

「
臨

濟
謄
騙

邊
」

ま

で

持
績

さ
れ

て
ゐ

る

も

の
と
私

は

思

ふ
。

そ

の
中

附
、

臨
濟

の
有
む

ゆ

る
説

法
度
人

の
活

作
略

は
皆

、

こ

の
四
料

棟
か

ら

割

り
出

さ
れ

た

も

の
と

い

つ
て
も

良

い
。

,

こ
ろ

で
、
私

は

こ
の
四
料

掠

そ

の
も

の
を

取
り

扱

ふ

の
に
、
臨
濟

大

師

の
根
器

分

別
と

見

て

、

そ

の
來
機

に
封

す

る
自

在

の
妙
用

を
窺

つ
て
見

た

い
と

思

ふ
の

で
あ

る
が
、

そ

れ

に

つ
い

て
、
明

か

に
臨
濟

大
師

が

三
種

の
根
器

分

別

を

立

て
ら

れ
た
と

こ
ろ

が

『
臨
濟

録
』

に
あ

る

か
ら
、

そ

れ
を

左

に
引
用

し

て

お
く
。

'

、

如
㌧
バ
諸
方

ノ
學

人
ノ
來
一ルガ
、
山
僧

ガ
此
問

ニ
ハ
、
作

昌ノ
三
種
ノ
根

器

一ヲ
断

ハル
、

如

㌧
バ
中

下
根

器
ノ
來
】ル
ガ
、

我
レ
便
チ
奪
昌テ
其

ノ

境

一ヲ
而

不
レ除

昌力
共
,
法

"ヲ
、

或

ハ中

上
根

器
ノ
來

。
バ
、
・我

.
便
チ
境

法
倶

昌奪

フ
、
如

㌧
バ
上
上
根

器
,
來

】ル
ガ
、

我

.
便
チ
境

法

人

倶

二
不
レ奪

ハ、

如
下ン
バ
有

昌.ア出

格
見
解

ノ
人
一來
亀ル
ガ
、
山

僧
ガ
此
間

ニ
ハ、
便

チ
全
禮

作
用

.
テ
、
不
レ歴

昌根
器

嚇ラ
、
大
徳

到
昌テ

這
裏

一二、

學

人
著

力
.
慮

不
レ通
㌦
風
ヲ
、
石

火
電

光

即
チ
過
ギ
了

レリ
也

云
云

こ
分

本
文

に
は

「
作

・̀
三
種
・
根

器

一ヲ
断

ハル
」

と

い
ひ

、
明

か

に
根

器
分

別

に
封

す

る
臨
濟

の
読

法
が

顯

は
れ

て
ゐ

る

か
ら
」

こ
れ
と
前

の
四
料

練
と
を

併

せ

て
見

る
と
良

い
。

も

ち
ろ

ん

、
私

の
考

へ
と

し

て
は

、

臨
濟

大
師

の
御

説

法
全
禮

が

四
料

棟

で

一
貫

ざ

れ

て
ゐ

る
と
思

つ
て
ゐ

る
が
、

今

は
、

そ

の
や

う
な

廣
義

の
意

味

で

は
説

か
な

い
。

矢

張

り
限

定

さ
れ

た
立
場

で
根

器
分

別
を

就

明

し
て
見

よ
う
。
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・

四

一
般
の
敏
宗

で
は
、
多

く
根
機
と
か
機
根
と
か
い
ふ
て
ゐ
る
が
、
灘
宗

で
は
根
器
と
い
ふ
た
方
が
良
い
や
う
に
私

は
思

ふ
。
別
に
文
字
の
穿
難
ま
で
す
る
必
要
は
な
い
が
、
し
か
し
灘
宗

で
機
と

い

へ
ば
、
圭
と
し
て
能
化
の
宗
匠

に

び

か

、
っ
τ
ゐ

る
。

所

化

の
機
根

に
は
機

と

い
は
す

し

て
器
と

い
ふ
か
、

或

は
根

と

か
根
器

と

か

い

ふ
た

方
が

親
し

い

や

う

に
思

ふ
。
、
機

と

い

へ
ば

、
灘
機

の
縦

横

を

い
ひ
、

作
家

の
機

用

を
機

と
読

く

場
合

が
多

い
。

『
中

峰
廣
録

』

の

「
東

語
西

話
」

に
も
、

・

灘

者

心
也
、
機

者

心

之
所
レ鷹
ズ
ル
也

…

…
…
灘

ト
云
ハ
也

者
鏡
也

珠

也
,

機
ト
需
ハ
也

者
鑑

也
現

也
、

共

.
萬

形

之
肝
醜

、

　も

五
色

之

淺
深

、
錐
昌昭
昭
卜
・
不
レ能
昌自
隠

一、

而
鏡
與

レ珠
曾

.ア何
ゾ
有
吃.
ンヤ
所

爲

"也

、

有
昌所

作

一也
、

乃

至
浮

至
明

之
敷

耳

、
契
レフ
ハ
此

二
者
則

謂
㌧
之
灘
機

一ト
。

と

い
ふ

て
ゐ

る
が
、

暉

志
機

、
灘

心
と

灘
機

、

或

は
灘

と
機

と

を
合

し

て
暉
機

と
解

繹

す

る
人

も

あ

る
が

、
要

す

る

に
灘

は
膿

で
あ
り

、
機

は
用

で
あ

つ
て
、
根

本

が

全
膿

作

用
す

る
の
を

機
と

い
ひ
、

「
打

て
ば
響

く
」

と

い
つ
た
所

慮

の
心
を
機

と

い

つ
て
ゐ
る
。

故

に
、
機

に
は

深

い
意

味

が

あ

つ
て
、

一
般

の
學

人

に
は
機

と

い

は

事
し

て
器

と

か

根

と

か

い

ふ
た
方

が
親

し

い
と

思

つ
て
ゐ

る
。

,

・

そ

こ
で
、

話
は
根

器
分

別

に
進

め

て
ゆ

か
う

。
暉
宗

の
根
器

分

別
と

い

へ
ば
、

大
膿

に
於

て
は

上
根
と

か

下
根
と

が

い
ひ

、
或

は

上
中

下

の
三
根
と

い
ひ
♪
或

は

三
根

以
外

に
最

上
利
根

を

加

へ
て

四
種

に
見

て
ゐ

る
人

も
あ

る
。
既

臨
濟
の
四
料
掠
よ
り
根
器
分
別
に
及
ぶ

、

㌦

(
九
)
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臨
濟
の
四
料
皿擁
よ
り
根
器
分
別
に
及
ぶ

(
一
〇
)

に
達
磨
大
師

の

『
悟
性
論
』

の
如
き
に
も
、
上
中

下
の
三
智

の
人
に
、
更

に
上
上
智
の
人
な
ど

の
根
器
分
別
が
出
て

ゐ
る
が
、
こ
れ
等
の
類
は
後
の
語
録

に
よ
く
出
て
ゐ
る
の
で
、

こ
～
で
は
取
り
上
げ
て
い
は
な

い
。
ま
た
考

へ
方
に

よ

つ
て
は
、
學

人
の
心
境
に
就
て
、
淺
深
次
第
が
あ
る
の
を
以

て
根
器

の
分
別
と
見

て
も
差
支

へ
あ

る
ま
い
。

私

の
考

へ
で
は
、
灘
宗

の
學

人
、
す
な
は
ち
修
行
者
の
分
別
に
就
て
、
先

づ
種
性
の
問
題
と
根
器

の
種
類
と

に
分

け

て
論
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
今

、
こ
ん
な
問
題
ま
で
取
り
出
し
て
、
論

及
す
る
の
が
本
意

で
は
な

い
が
、

つ
い
で

ゴ
あ
る
か
ら
、
そ
の
筋
道
だ
け
を
述

べ
て
お
く
。
第

一
の
種
性
の
問
題
は
先
天
的
法
爾

に
種
性
の
差
別
が
あ

る
か
否

か
を
論
す
・る
の
で
、
こ
れ
は
五
姓
各
別
と
い
つ
た
や
う
な
問
題
で
あ
る
。
も
と
よ
め
輝
宗
は

一
性
皆
成

で
あ

つ
て
、

み

ん
な
佛

に
成

れ

る
の

で
あ

る
。
佛

に
成
れ

る
と

い

ふ
意

味

に
も
、

い
ろ
く

あ

る
が

、
兎

に
角

、

一
性
皆

成

と

い

ふ
の
が
灘
宗
の
髄
か
な
る
筋

道
だ
。
灘
宗
に
て
良
く
用
ゆ

る

『
携
伽
経
』

と
か

『
圓
畳
経
』

と
か
に
は
、
五
性
各
別

を
読

い
て
は
ゐ
る
が
、
種
性
問
題

で
は
明
か
に

「
性
皆
成

で
あ

る
こ
と
は
議
論
の
飴
地
が
な
い
。
唯
だ
い
ろ
く

の

事
情

で
、
五
姓
の
分
別
を
立
て
る
だ
け
で
あ

る
。
ず

な
は
ち
輪
廻
種
性
読
と
か
菩
提
修
讃
説
と
か
、
或
は
悲
願
方
便

設
と
か
い
ふ
て
は
ゐ
る
が
、
み
な
根
器

の
種
類
か
ら
五
等
の
差
別
を
立
て
た
ま
で
の
も
の
で
あ
ら
う
。

と

ζ
ろ
で
、
第
二
の
根
器

の
種
類
と
い
ふ
こ
と
は
、
後
天
的
悟

入
の
問
題
で
あ

つ
て
、
こ
れ

に
は
實

に
複
雑
な
る

議
論
が
あ
る
。
こ
～
で
は

一
寸
、
論
ぜ
ら
れ
な

い
が
、
要
す
る
に
輝
宗

の
宗
旨
か
ら
は
、
修
讃

一
如
と
か
、
無
修
無

謹
と

か
い
ふ
け
れ
ど
も
、
そ

の
實
は
、
天
然
の
彌
勒
、
自
然
の
繹
迦
は
な

い
。
[
ま
た
等
し
く
修

行
と
い
ふ
て
も
、
そ

10



こ
に
非
常

に
意
味
が
違

つ
て
く
る
。

至
つ
て
面
倒
な
問
題

で
あ
る
が
、
先
づ
初
心
の
間
は
、
必
む
ず
修
行
と
い

へ
ば

淺
き
よ
り
深
き
に
至
る
も

の
と
さ
れ

て
ゐ
る
。
修
行
の
結
果
は
必
ら
す
悟
入
と

い
ふ
こ
と
に
な

つ
て
、
そ
の
効
果
が

や

つ
て
く
る
も
の
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
從

つ
て
、
こ
れ
に
は
順
序
が
あ

つ
て
決
し

て

一
様
に
は
い

へ
な

い
。
甲

の
修
行

と

乙
の
修
行
と
は
相
違
す

る
。
ま
た
同
じ
甲

の
修
行
に
於
て
も
悟
前
と
悟
後
と
は
大
に
違
ふ
。

か
の
功
勲
五
位
と
い
ふ
や
う
な

こ
と
も
、
學
人
の
修
行
の
順
序
を

示
し
た
も

の
で
、
向
の
位

よ
り
は
奉
の
位
は
深

い
。
奉
よ
り
も
功
、
功
よ
り
も
共
功
、
功
功
が
更

に
深
い
の
で
、
そ
の
學
人
の
悟
境
に
依

つ
て
、
そ
の
根
器

の
種
類

を

立
て
る
こ
と
も
出
來
や
う
。
ま
た
、

こ
れ
は
能
治
の
悟
境
に
就
て
の
例

で
あ

る
が
、
別
に
所
治

の
疾
障

に
就

て
分

別
し
て
も
良
い
と
思
ふ
。
か

の

『
撮
要
鋤
」

に
は
、
臨
濟

の
四
料
棟
と
曹
洞

の
三
種
堕
と
同
品
だ
と

い

つ

て

ゐ
る

が
、
今
も
所
治

の
疾
障
か
ら
根
器

の
種
類
を

立
て
～
論

す
る
な
ら
ば
、
か
の
乾
峰

三
種
病

の
如
き
は
、
そ

の
例
に
當

ぐ

げ

つ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
。
す
な
は
ち
未
到
造
作
の
病
は
有
爲
造
作
に
渉
る
分
際
で
あ
り
、
巳
到
佳
著
の
病
は
劫
來
底
の

清
息
な
き
分
際
で
あ
り
、
ま
た
透
脱
無
依

の
病
は
本
來
の
家
郷

を
忘
る

～
分
際

で
あ

つ
て
、
こ
の
病
を
去

つ
て
ゆ

く

と

こ
ろ
に
悟
境
は
進
み
、
悟
境
の
先
後

次
第

に
根
器
の
分
別
を
立
て
る
こ
と
が
出
來
る
と
思

つ
て
ゐ
る
。

こ
の
や
う
に
考

へ
て
く
る
と
、
實

に
根
器
分
別
は
面
倒
だ
。

こ
ん
な

こ
と
を

一
々
に
取
り
上
げ
て
き
た
ら
、
際
限

が
な

い
。
前

に
は
多

く
悟
前
に
就
て
論
じ
た
が
、
悟
後
に
も
差
等
が
あ

る
。
同
じ
く
悟

入
し
た
と

い
ふ
て
も
、
根
器

に
優
劣
が
あ

る
、
た
と

へ
ば

『
人
天
眼
目
』

に
出
て
ゐ
る
三
種
師
子
の
読
の
如
き
が
そ
れ

に
當

つ
て
ゐ
る
。
第

一
の

繍
脚濟
の
四
料
辣
よ
り
根
器
分
捌
に
及
ぶ

(
唱
H
)

n



臨
濟
の
四
料
掠
よ
り
根
舞
分
肘
に
及
ぶ

,

2

ニ
ノ

超

宗
異

目
は

、
師

匠

よ

り
も
勝

れ

忙
獅

子
兜

で
あ

る
。

第

二
の
齊
眉

共
燭

は
、

師

匠
と
同

じ
位

の
人

で
あ

る
が
、

こ

れ

で

は

「
見
與

レ師

齊
キ
洋
ハ、

減
畠ぐ
師

.
牛
徳

一ヲ
」

で
、

ま
だ

く

駄

目

で
あ

る
。

第

三

の
影

響

音
聞

は
、
師

匠

の
眞
似

ば

か
り

ゃ

つ
て

ゐ

て
、

「
野
午

僑
勢

、

異

類
何
ゾ
分

タ
ン」

で
、

こ
ん
な

悟

入

で
は

、
ま

さ
か

の
時

に
、

何

の
用
を

も

ゆ

な
さ
ぬ
。
た

ゴ
く

傳
授
印
可
す

る
に
堪

へ
た

る
は
第

一
の
み
で
、
第

二
、
第
三
の
悟
入
で
は
、
ま
だ
く

及
ば

ぬ

と

こ
ろ

が

あ

る
と

い

ふ
課

だ
。

、

五

さ
て
・
話
は
少
し
く
脱
愚

嚢

も
知
れ
玲

・
し
か
し
・
禦

か
ら
暑

根
器
分
別
の
考

へ
方
を
読
い
た
ま

で

で
あ

る
。

い
ろ
く

の
角
度
か
ら
論
す

る
な
ら
ば
、
ま
だ
く

澤
山
に
分

れ
る
で
あ
ら
う
が
、
今
は
多
義

に
亘
ら
す

に
、
至
つ
て
限
定
さ
れ
た
範
園
で
根
器
分
別
を
論

じ
て
見
よ
う
。

臨
濟
大
師

の
四
料
棟
は
第

一
を
奪

人
不
奪
境
と
い
ひ
、
第
二
を
奪
境
不
奪
人
と

い
び
、
第
三
を

人
境
爾
倶
奪
と
い

ひ
、
第
四
を
人
境
倶
不
奪
と

い
ひ
、
こ
れ
を

『
爽
山
鋤
』

の
注
に
は
下
中

上
の
三
根
及
び
出
格
の
人
と
に
配
當
し
て

ゐ
る
が
、

こ
れ
は
別
に
悪
い
と
い
ふ
程
の
も
の
で
も
な
い
。
こ
れ
に
封
す
る
私
の
考

へ
は
後
に
述

べ
る
こ
と
に
し
よ

う
。
ま
た
、
こ
の
四
料
掠
の
配
列

に
は
異
読
と

い
ふ
ほ
ど

で
も
な
い
が
、

『
景
徳
傳
燈
録
』

に
は
相
違
し
て
ゐ
る
。

す
な
は
ち
掴
州
紙
衣
和
街

(
克
符
の
こ
と
)
の
傳
記
に
四
料
棟
の
こ
と
が
出

て
ゐ
る
が
、
第

三
と
第
四
と

の
順
序
が

反
樹
に
書

か
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は

『
臨
濟
録
』

『
人
天
眼
目
』

な
ど

の
配
列
が
良
い
や
う
に
思
ふ
。
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そ
こ
で
、
こ
の
四
料
掠
の
意
味
に
つ
い
て
大
膿

の
語
義
を

い
ふ
な
ら
ば
、

こ
の
四
料
棟
櫨
、
人
境

二
法
に
就
て
、

奪
不
奪
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
は
ち

人
は
圭
観
的

の
心
、
自
己
を
指
し
て
ゐ
る
。
＼
塊
と
は
客
観
的

の
物
、
萬

法
を
指
し
て
ゐ
る
。
奪
は
不
立
、
把
住
、
殺
の
意
味

で
あ
れ
ば
、
不
奪
は
立
、
放
行
、
活

の
意
味
が
あ
る
か
ら
、
そ

れ
か
ら
考

へ
て
、
大
燈

の
意
味
を
知
る
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ら
う
。
幅第

一
の
奪
人
不
奪
境
は
、
臨
濟
大
師
が
學
人
を

奪

つ
て
、
學
人

の
修
す
る
法
を
奪
は
な

い
接
得
振
ゲ
を
指
し
た
も
の
で
、
た
と

へ
ば
棒
喝
等
を
以
て
學
人
の
迷
情
を

打
破
し
、
學
人
が
自
己
の
光
明
を
打
登
さ
す
や
う
に
導
く
手
段
で
あ
ら
う
。
繁

二
の
奪

境
不
奪
人
と
は
、
學
人
が
心

地
を
開
明
し
た
な
ら
ば
、
そ
こ
か
ら
出
登
さ
せ
て
、
外
境
に
迷
は
し
め
ん
や
う
に
奪

ふ
手
段

で
あ
ら
う
。
第

三
の
人

境
爾
倶
奪

は
、
更

に

一
法
を
も
立
せ
す
、
本
來
無

一
物
を
的
示
し
た
接
得
振
り

で
あ
り
、
第
四
の
人
境
倶
不
奪

は
、

最
早
や
學
人
の
心
境
が
進
み
、
眞

に
渡
跳
跡
、
噺
浩
息

の
境
地
に
あ
る
か
ら
奪

ふ
も

の
と

て
は
な

い
。
要
す
る
に
此

の
四
料
掠
は
淺
き
よ
り
深
き
に
至
る
接
得
振
り
で
、
次
第
順
序
的

に
見

て
良
い
。
そ
し

て
、
最
も
学
眼
と
な

る
も

の

は
奪

の

一
字
で
、
先
づ
奪
人

で
人
を
奪
ひ
、
奪
境
で
境
を
奪

ひ
、
人
境
雨
倶
奪

で
人

も
境
も
奪
ひ
、
人
境
倶
不
奪

で

倶
奪

の
奪
を
奪

ふ
も
の
と
見

て
も
良

い
と
思

ふ
。

と

こ
ろ
で
、
臨
濟
大
師
が
三
種
の
根
器
に
分
別
し
て
説
法
せ
ら
れ
た

一
段
と
比
較
し
て
い
ふ
な
ら
ば
、
先
づ
中
下

根
の
器

に
封
し
て
は
、
そ
の
境
を
奪

つ
て
、
そ

の
法
を
除
か
す
と

い
は
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
根
器
は
李
凡
な
修
行
者
で

あ
る
か
ら
、
そ

の
修
行
す

べ
き
法
門
を
敏

へ
て
、
外

へ
そ
れ

ぬ
や
う
に
導
く
の
で
あ

る
。

江
と

へ
ば
學

人
が
如
何
な

.＼
臨
濟
の
四
料
棟
よ
り
轡
器
分
瑚
に
及
ぶ

(
=
}こ
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・

臨
濟
の
四
料
糠
即よ
り
根
器
分
別
に
及
・ぶ

(
一
四
)

る
か

是
れ

佛

と
問

へ
ば

、
佛

い
つ

こ

に
か
あ

る
と
敏

へ
て
、
外

に
向

つ
て
求

む

る

心
を
打

破
す

る

こ
と

で
あ

る
。

次

ぎ

に
中
下

根

の
器

雫
封
し

て
は
、

境

法
倶

に
奪

ふ
と

い

ふ
て
、

一
法

を
も

立

せ
す
。

佛

と

い

ふ
見

解

さ

へ
も

取
り
捨

が

へ

て
、
眞

に
無

心
の
境
地

へ
と
導

く

の

で
あ

る
が
、
更

に
上

上
根
器

に
封

し

て
は
、
既

に
無

心

の
境

地

に
至
り
、

一
法

を
も
執

せ
な

い

か
ら
奪

ふ
必

要
は

な

く
、

「
遇
㌦
茶

二
喫
レシ茶

テ
、

遇
㌦ハ飯

二
喫
レス
飯

ヲ
」

と

い
つ
た

や

う

な
接

得
振

り

で

あ

ら

う
。

だ

か
ら

、

こ
れ
を

四
料

掠

に
比
較

し

て
見

る

と
次
ぎ

の
や

う

に
な

る
。

四
料
棟
1

薮

簸

/
中
下墾

-
人
法
雨
倶
奪
-

中
上
根
ー

i
人
法
倶
不
奪
i

上
上
根
ー

1
三
根
分
別

'

そ
こ
で
、

中
上
根
等
の
匠
別
を

『
爽
山
鋤
』

で
は
九
等

に
分

別
し
、
下
下
根
、

下
中
根
、
下
上
根

乃
至
上
上
根
と

い
ふ
や
う
に
分
別
し
て
ゐ
る
か
ら
、
そ
こ
か
ら
い

へ
ば
四
料
棟
の
第

一
を
下
上
根
巳
下
の
根
器

に
配

當
し

て
見

て
も
悪
く
は
な

い
が
、
し
か
し
強
ち
に
九
等

に
分
別
す
る
ま
で
の
も
の
で
も
な
か
ら
う
。

こ
の
臨
濟
大
師
の
接
得
振
り
か
ら
、
今

日
の
暉
宗

の
修
行
法
を
考

へ
て
も
、
決
し
て
間
違

つ
て
ゐ
る
の
で
は
な

い

第

一
の
根
器
は
凡
僧

で
あ

る
か
ら
、
公
案
を
與

へ
て
誘
引
す
る
老
婆
親

切
の
接
得
振
り
で
あ
り
、
第
こ
の
根
器
廣
既

に
公
案
も
透
過
し
た
こ
と

で
あ

る
か
ら
、
誘
引
の
手
を
用
ひ
ず
、

ピ
シ
ノ
へ

と
親
切
を
加

へ
て
、
日
常

の
茶
飯
事

に

14



野

へ
小
言
を

い
ふ
て
叱
呵
し
・
眞
個
の
修
行
を
な
さ
し
め
る
こ
と
で
あ
り
・
第

三
の
根
器
は
葦

や
暑

事
が
法
と

一
膿

に
な

つ
て
き
た
か
ら
小
言
も
い

へ
す
、
學
人

の
な
す
が
ま

、
に
任

せ
て
、
い
ろ
く

と
學
人
の
光
り
を
増
さ
し

め
、
廻
光
返
照

の
退
歩
の
行
を
積
ま
し
め
る
接
得
振
り
で
あ
ら
う
。
故
に
此
の
三
根
は
次
第
輕
歴
の
根
器

で
あ

る
と

い
は
ね
ば
な
ら

ぬ
。
始
め
に
公
案
を
與

へ
て
ゐ
る
が
、
'
つ
ま
り
は
、
末
後

の
牢
關
ま

で
審
く
公
案
な
ん
で
、
こ
の
三

根
み
な
公
案

の
器
と
見
て
差
し
支

へ
な

い
と
思

ふ
。

然
る
に
臨
濟
は
最
後

に
出
格
見
解
の
人
を
持
ち
出
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
次
第
経
歴
の
器
で
は
な

い
。

四
料
挾
巳
外

の
根
器

で
あ

つ
て
、
料
摸
す
る
必
要
は
な

い
。
臨
濟
は
杢
騰
作
用
し
、
眞
に
電
光
石
火
も

及

ば

ぬ

商
量
と
な

る
の

で
、
臨
濟

の
相
手
は
、
正
し
く
こ
の
出
格
見
解

の
人
で
あ
る
。

術

ほ

『
臨
濟
録
』

の
三
種
根
器
の
読
法
の
と
こ
ろ
で
、

「
境
法
人
倶
不

奪
」
と
あ

る
が
、

『
普
燈
錬
』

に
は
不
の

一
字
を
加

へ
て
ゐ
な

い
。
そ
こ
で
非
常

に
意
味
が
違

つ
て
く
る
が
、
こ
れ
は

『
撮
要
鋤
』

に
も
、
「
廣

燈
無
昌不
,
宇

顧、

　

但
如
昌本
録

大
師

幾
意
也
」

と
い
ふ
て
・

不
の
字
の
な

い
の
は
悪

い
と

い
ふ
て
ゐ
る
。

六

灘

宗

の
根

器
分

別

で
有
名

な

の
は
、
螢

山
灘
師

の

『
三
根
坐

暉

読
』

で
あ

る
。

こ
れ

を
引

用

し

て
ゐ

る
學

者

も
多

い
か

ら
、

こ
れ

を
代

表
的

に
墨
げ

て
論

じ

て
見
よ

う
。

先

づ
上
根

の
坐
灘

と
は

上
根
,
坐
灘

ハ
者
、
不
レ畳
昌諸
佛

出

世

之
事

一ヲ
、
不
γ悟
へ.佛
祀

不
傳

之
妙

一ヲ
、
飢

來
。
バ
喫

飯

.
、
困

來

。
バ
打
眠

ス
、
非
冒指
㍉

臨
濟
の
四
料
棟
よ
り
根
器
分
別
に
及
ぶ
・

(
一
五
)
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臨
濟

の
四
料
婆

り
根

器
分
別

に
及
ぶ

＼

.
,

(
一
六
)

萬
象

森
羅

"ヲ
以
.ア爲
㌦
二
自

己
上卜
、
畳

不
畳

倶

昌
不
レ存
セ
、

任
蓮

堂

堂
ト
.
只
藝

二
正
坐

ス
、

錐
昌尾
然

壱
如

ツナ
3
ト
是

、

於
噸㌔ア諸

法
一二
不
レ分

、
異

㌔フ
萬

法
一二
不
レ昧
サ
臭

。

!

と

い

つ
て

ゐ
る
が

、

こ
れ
は

向
上

の
機

で
あ

つ
て
、
臨

濟

の
謂

ゆ

る
出

格

見
解

の
人

に
當

り
、
迷

と
か
悟

と

か
、

凡

夫
と

か
聖

者
と

か

い

ふ
こ
と
す

ら

忘
れ

て

ゐ
る
人

で
、

と

て
も
問

題

に
な

ら

ぬ
超

凡
越

格

の
宗

匠

で
あ

る
。
す

な

は

ち

敏

家

に
は
常

に
登

心
即
到

の
機

と

か
、

極
大
頓

機
と

か
、

無

修
行

の
機
と

か

い
ふ

て
ゐ

る
が

、

少
し

も
修

行
を

要

せ
す

、

そ

の
ま

、
大

法
と

一
燈

に
な

つ
て
ゐ

る
人

で
あ

る
。

衣
ぎ

に
中

根

の
坐
緯

と

は
、

中

根

ノ
坐
灘

ハ者

、
放
昌捨

.
萬

事
一ヲ
、
休

昌息
.
諸

縁

一ヲ
、
十

二
時

中
、

無
昌シ
暫
宅

怠
隙

鱒、
就
昌テ
出

息

入
息

一。、
断

断
ト
.
工

夫
ス
、
或

ハ
提
島捌

.
一
則

.
公
案

一ヲ
、
注

昌グ
墜

眼
ヲ
於

鼻
端

一二
、
自

家
本

來
ノ
面
目

、

不
レ渉
昌..生

死

去

來
㌔
、
眞
如

佛
性

ノ

妙

理
、

不
レ堕

慮

知

分

別
一二
、

不
畳

不
知

ニソ
而
無

レ不
レト
云
、
畳

セ
、
明

明
了

了
ト
.
亘
㌦
古
通
レズ
今

二
、

當

頭
明
昌ヵ
晶
干

十
方

世
界

㌔
、

全
身

濁
昌露
ス
萬

象

之
中

一二臭

。

～

と

い

つ
て

ゐ

る
が

、

こ
れ

は
修

行
が
あ

る
。

有

心
に
造
作

し

て

ゐ
る
が

、

し
か

し
、

こ

れ
は
教

家

に
謂
ゆ

る
頓
機

と

か

、

正
機

と
か

い

つ
て

ゐ
る
も

の
に
相

當

す

る
が
声
灘

宗

で
は

公
案

の
機

と

い
ふ

べ
き

で
あ

ら

う

。

家
ぎ

に
下
根

の

坐

臓

と

は
、

、

下
根

ノ
坐
顧

ハ
者
、

且
貴

昌テ
結

縁

暢ヲ
、
離

昌.
善

悪
ノ
業
道

騨ヲ
、
直

二
以
昌即

心

一ヲ
顯

"ス
諸
佛

ノ
性

源
脚ヲ
、

足
結

昌テ
佛

地
一二
不
レ入

。.フ
悪

威
一。
、
手
結

嘩㌔ア定
印

一ヲ
不
レ取
昌輕

巻

一ヲ
、
閉
㌧ア
ロ
ヲ
如
レ"
縫
力
如
㌧
ノ
絨

力
不
レ説
昌
一
法
脚ヲ
、
開
レテ
眼
ヲ
不
レ大
亡
フ不
γ小
之
フ無
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レ分
昌ヅ
悩
諸
色
一デ
、
耳
不
レ聴
昌善
悪
ノ
聲
～
昆
不
レ嗅
昌好
悪
,
香
一テ
、
身

不
レ衙
レ物
動
作
頓
・
止
ミ
、
意
不
昌禁
縁
一セ
憂
喜
共
・審

"
、
形
相
如
如

昌ノ
而
如
㌔
木
佛

一、
縫
ヒ
心
錐
レ起
昌スト
種
種
ノ
妄
想
顛
倒

ヲ
、
不
レ作
昌共
餐
一テ
云
云

と
い
ふ
て
ゐ
る
が
、

こ
れ
は
修
行
が
純

一
無
雑
で
な
い
。

『
夢
窓
國
師
遺
誠
』

に
出
て
ゐ
る
中
等
の
弟

子
に
當

つ
て

ゐ
る
と
思
ふ
。
夢
窓
國
師

は
三
等

に
圃
分
し
、
上
等
の
弟
子
は
諸
縁
を
放
捨
し

て
專

一
に
己
事
を
究
明
す

る
も

の
と

い
つ
て
ゐ
る
か
ら
、
前

の
中
根
の
坐
灘
、
す
な
は
ち
公
案

の
機
に
當
り
、
中
等

の
弟
子
は
修
行
純
な
ら
す
、
駁
雑
に

し
て
學
を
好
む
も
の
で
、
今

の
下
根
の
坐
灘

に
當

つ
て
ゐ
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ま
た
下
等
の
弟
子
と
は
坐
藤

を
し
な

い
。
己
鐘
の
光
輝
を
昧
ま
し
て
、
佛
祀

の
誕
唾
を
嗜
む
も
の
で
、
謂
ゆ

る
経
論

や
租
録

に
就

て
、
眞
理
を
設

き
、
佛
道
を
兎
や
角
と
論
す
る
人
を
い
ふ
た
も
の
で
、
坐
暉
修
行
と

い
ふ
黙
か
ら
い

へ
ば
問
題
外
の
人
と
い
は
ね
ば

な
ら
ぬ
。
況
ん
や
心
を
外
書

に
醇
は
し
め
、
業
を
文
筆
に
立

つ
る
人
は
、
剃
頭

の
俗
人
で
あ

つ
て
、
下
等

の
弟
子
に

も
な
ら
ぬ
と
い
ひ
、
夢
窓
國
師
は
宗
門
の
立
場
か
ら
大
に
誠
し
め
ら
れ
で
ゐ
る
。

七

私

は
、
灘
宗
の
根
器
分
別
に
就

て
、
向
上
の
機
と
か
公
案

の
機
と
か

い
ふ
た
が
、
更
に
夢
窓
國
師

の
い
は
れ
た
下

等
の
弟
子
を
経
論

の
機
と
い

へ
る
と
思

つ
て
ゐ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
前

に
い
ふ
た
意
味
で
、
機
と
い
ふ
語
は
穏
當
を
映

い
て
ゐ
る
と
思

ふ
が
、
そ
れ
に
就
て
墾
考

に
な
る
の
は

『
天
台
名
目
類
聚
鋤
』

の
三
機

の
説
で
あ

る
。

薦
法
二有
㌦
三
機

事

臨

濟

の
四

料
棟

よ

り
根

器

分

別

に
及

ぶ

,
.,

(
一
七
)
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臨
濟

の
四
料

棟
よ
刀
根
器
分
別

に
及

ぶ

,

(
一
八
〉

答

上

根

ハ
向

上

.
機

也

、

向

上

.

一
路

ハ
先

聖

モ
不

レ傳

雪

云
、

不

レ落

呂義

味

一二
、

不

レ
見

昌思

量

一ヲ
、

本

來

本

是

ノ
機

也

云
云
、

中

根

ハ以

㌧
公
案

.
得
法

「

中

略
-

但

付

㌔ア
公
案

,
機

一。
、

叉
重

々
,
不
同
可
レ有
レ之
、

下
根

ハ
佛

読
.
純
論

。所
レ,

説
縄

定

ニテ
開
悟

ス
ル
者

是
也

、
傍
テ
上
中

二
根

。
パ
名

㍉
租
師

繹

辱
、
達
磨

所

行
.
心
印

.
ル
故

也
、
下
根

ヲ
バ
名
㍉
如

來
暉

一ト
、

例

。。、如
㌦
天
台
ノ
依
経

立
行

一ノ
云
去

・

尋

云
向

上

二有

レリ
機

耶

答

先
聖

笹
不
レ傳

云

云
、
所

被
,
機

不
レ可
レ有
レ之
歎
、

但

ゆ東

幅
寺

.
聖

一
和
尚

ハ
向

上

二有
レ機

云
云
、

建
仁

寺

.
葉

上

ハ
向

上

二
無

レト
機

云
云
ー

中

略

・「

ー

抑

毛
彼

,
向

上

ト
天

台

,
一
念

三

千

,
心

地

ト
同

異

可

レ.
明

レム
之

.
。

,

こ
の
設
に
は
多
少
の
議
論
は
あ
る
が
、
今
は
大
燈

に
於

て
、
向
上
の
機
凸
公
案

の
機
、
経
論

の
機

の
三
種

に
分
類

し
て
見
た
ら
良
か
ら
う
。
そ
の
他

の
文
宇
は
飴
b
問
題

に
し
て
見
る
必
要
は
な

い
。
こ
の

『
天
台
名
目
類
聚
鋤
』
は

常

に

『
七
帖
見
聞
』
と
い
ひ
、
こ
の
中
に
説
か
れ
て
ゐ
る
読
は
多

く
教
家

一
般
が
用
皿
る
の
で
、
暉
法

の
三
機

の
説

も
諸
庭
に
出
て
ゐ
る
こ
と
を
良
く
散
見
す
る
。

そ

こ
で
周
題
に
す
る
の
は
、
こ
の
三
機

の
中
、
第

三
の
纒
論

の
機
は
、
宗
門
と
し

て
傍
機

で
あ
り
論
す

る
に
足
ら

粗
。
第

二
の
公
案
の
機
は
い
ろ
く

に
分
れ

る
が
、
坐
暉
修
行
の
機
で
あ

つ
て
、
宗
門
と
し
て
は
實

に
大
切
な
根
器

で
あ

る
。

殆

ん
ど

縛

ぺ
て

の
修

行

者
は

、

こ

の
中

に
牧

め

て
見

る

こ
と
が

出

來

る
で
あ
ら

う

が
、

し

か
し
、

こ
れ
を

祷

の
正
機
と
ぢ

で
良
い
か
藻

か
、
こ
庭

撃

、
砦

ほ
ど
修
行
と
し
て
は
正
機
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
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實
際

に
宗
門
の
正
機
は
レ
そ
こ
に
み

ら
か
し
て
.
臨
濟
大
師

の
謂
ゆ

る
出
格
見
解

の
人
.

無

心

の

入
、
無
修
行
の

人
噛
無
修
無
讃

の
人
、
直
下
承
當
、
全
髄
作
用
、
佛
祀
も
識

ら
す
と
い

つ
た
や
う
な
人
に
こ
そ
宗
門

の
正
機
は
あ

る

の
で
、

こ
の
こ
と
は

『
臨
濟
灘
師
語
録
』

の
全
面
に
充
盗
し

て
ゐ
る
思
想
だ
と
信
す

る
。

灘
は
自
己
の
心
性
そ

の
ま

、
全
幽
阻
作
用
す
る
と
こ
ろ
に
、
縄
の
灘
た
る
本
來
の
意
義
が
あ
る
の
で
、
典
第
経
歴
し

て
、
漸
く

に
自
己
の
心
性
を
見
た
と
い
ふ
修
行
の
と
こ
ろ
に
は
な

い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ

の
修
行
を
輕
ん
す
る
と

い
ふ

意
味
で
は
な

い
が
、
修
行
し
て
詮
し
得
た
り
と
い
ふ
も
、
自

己
の
心
性
を
謹
す
る
の
み

で
あ
る
。
自
己
の
心
性
そ
の

ま

～
が
全
膿
作
用
し
、

日
常
底
の
生
活
行
持
が
自
在
紳
通
遊
戯

三
昧
に
な

り
得
る

と

こ

ろ

に
隙

の
宗
旨
は
あ
る
の

で
、
こ
の
全
膿
作
用
の
人
を
以
て
灘
宗

の
正
機
と
す

る
こ
と
は

い
ふ
ま

で
も
な

い
こ
と
で
あ
ら
う
。

(
昭
和
十
五
年

六
月
八
日
稿
)
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